
富津市の地域包括ケア
会議デザイン

～地域の支えあいの体制づくりについて～

富津市介護福祉課
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本日の意見交換会の目的

• コロナ禍でなかなか地域の皆さまと協議する場が持てなかった

ので、まずはお話をお聞きすること

• 地域で活動されている団体の活動を知っていただきたいこと

• 地域の皆さまと富津地区をどんな地区にしていきたいか、今後

の展望を協議したいこと
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本日の流れ
＜行政説明＞

• 富津地区の目指す姿と課題の設定について（今までの会議のふり返り）

＜活動発表＞

• 訪問看護ステーション花くじら 三辻 暁美 様

＜意見交換＞

• 趣旨説明：富津地区生活支援コーディネーター 佐久間 勇 様

テーマ（１）三辻様と佐久間様からの発表を受けた感想

今後やってみたいこと

テーマ（２）富津地区における通いの場や見守り体制づくり

～自分たちの住む富津地区をどんなまちにしたいか～
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⚫総人口、15-64歳人口ともに1995年をピークに年々減少している。

⚫ 85歳以上人口は、1995年の863人が年々増加し、2035年に4,059人まで増加していく。

人口の推移及び将来推計（1995～2040年間）

出所）総務省：国勢調査，国立社会保障・人口問題研究所：日本の地域別将来推計人口（平成30年3月推計）より作成

図表1-1. 人口の推移及び将来推計
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5

年齢階級別にみた高齢者数及び高齢化率の推移

出所）厚生労働省：地域包括ケア「見える化」システムより作成

⚫ 65歳以上の高齢者数は、2000→2020年間で増加した後、減少傾向となる。

⚫ 2000年以降は総人口が減少する一方で、高齢者数は増加するため、高齢化率は上昇し、2000年の21.6％が
2040年には44.6％まで増加していく。
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図表2-1. 高齢者数及び高齢化率の推移



富津市の現状 令和２年４月１日時点
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人口
(令和2年1月1日)

42,755人

65歳以上人口 16,478人

高齢化率 37.62％

要介護認定者 2,977人

要介護認定率 18.1％

福祉資源 事業所数

病院・医院 19

歯科 18

薬局 19

居宅介護支援事業所 17

通所介護・リハ(総合事業、市外事業所・
認知症対応型通所介護含む)

30

特別養護老人ホーム(地域密着型含む) 7

介護老人保健施設 2

グループホーム 5

小規模多機能型居宅介護 1

定期巡回・随時対応型訪問介護看護(市外事業所含む) 3

養護老人ホーム 2

有料老人ホーム・サ高住 11
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歯科 18

薬局 19

訪問看護 9

居宅介護支援事業所 17

通所介護・リハ(総合事業、市外事業所・
認知症対応型通所介護含む)

30

特別養護老人ホーム(地域密着型含む) 7

介護老人保健施設 2

グループホーム 5

小規模多機能型居宅介護 1

定期巡回・随時対応型訪問介護看護(市外事業所含む) 3

養護老人ホーム 2

有料老人ホーム・サ高住 11



地域の支えあいの体制づくり会議の役割

①地域の中にあるかもしれない、互助を中心とした助け合いの活

動(自助、共助も含む)を探し、つなぐ

②ないかもしれないものを話し合って、つくっていく

→そうした地域づくりの中心的な役割を担うのが、

生活支援コーディネーター（地域支えあい推進員）
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富津市の地域包括ケアを推進する会議体

地
域
ケ
ア
推
進
会
議
・

個
別
会
議(

包
括
・
市)

自
立
支
援
の
た
め
の

地
域
ケ
ア
個
別
会
議

個別のケアマネジメント(サービス担当者会議)

地域の支えあい
の体制づくり意
見交換会(市域)

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ─

ム
員
会
議

ふ
っ
つ
後
見
支
援

セ
ン
タ─

(

社
協)

地域の声を集める・共に考える
住民・民生委員・ボランティア・認知症サポーター・学校・職能団体・警察・消防・見守り事業者など

徘徊
精神障
がい

成年
後見

看取り
買い物
困難

閉じこ
もり

移動
困難

フレ
イル

身寄り
なし

独居
ちょっと
した困り
ごと

介護保険運営協議会(介護保険事業計画策定委員会)

一般介護予防事業(富津市いきいき百歳体操等)

介護予防・生活
支援サービス

地域の支えあい活動

訪問型
サービス

通所型
サービス

在宅医療・介護
連携推進会議

在
宅
医
療
・

介
護
連
携
Ｗ
Ｇ

認
知
症
施
策

Ｗ
Ｇ

地域の支えあい
の体制づくり意
見交換会(圏域)

地
域
相
談
サ
ポ─

ト
医
設
置
事
業

提言 提言提言

周知

任意事業

8

富津市介護福祉課ほか庁内関係部署

計画・政策形成

兵庫県朝来市の「朝来市地域ケア会議デザインVOL.6」を
参考に作成



⑤住んでいてよかったと思えるまち

郷土愛

③住民間の交流が盛んなまち

④生きがいをもって暮らし続けられるまち

①安心して暮らせるまち

②今までの生活が継続できるまち

富津市の目指す姿
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平成30年５月22日、第２回地域の支えあいの体制づくり

に関する意見交換会にて作成



現状 ― 理想(目指す姿) ＝ 課題
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現状 理想
目指す姿

施策(対策)

• 区、地区社協、民生委員と
して、いまこんな活動に取
り組んでいる

• 地域のＡ商店は、自宅へ食
料品を届けてくれる

• Ｂ地域では、毎月、集会所
に高齢者が集まっていどば
た会議をしている

自分たちの住む富津地区を
こんなまちにしたい！

課題

• 子どもを通して親も交流
できる場づくり

• 年齢不問の女子会の開催
• リーダーの発掘
• 男性が参加する仕組み



今までの会議のふり返り
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• 令和２年１月２２日：第１回富津地区地域支えあい会議

• 講師：埼玉県立大学・川越雅弘教授
課題 対策 必要な資源

１ 隣近所の関係性をどの様に高めるのか？ 相手から無視されても、とにかく自分
から挨拶

顔見知りになるきっか
けづくり
挨拶する勇気

２
転入者と地域住民の関係性をどう高める
か？自治会へ入らない方もいる

子どもを通して親も交流できる場をつ
くってはどうか。コーディネーター

間に入ってコーディネートする人

３
世代間の交流、コミュニケーションをどう
やって高めるか？

年齢不問の女子会など集いの場の企画 集会場、学校の空き教室など

４ 災害時の問題にどう対応すべきか？ 区単位、隣組の活用（声かけ）
無償ボランティアだけでなく有償の取
組みも



今までの会議のふり返り
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• 令和２年７月２１日：第２回富津地区地域支えあい会議

• 発表者：生活支援コーディネーター・佐久間 勇 様

• テーマ：希薄となっている隣近所の関係性を高めるために、新町区で行っている

「いどばたの集い」をほかの所でも実践できないか。

＜いただいたご意見＞

• 普遍的継続の事務局の大事さ…老人会、地区社協など縦割りで何個もある。それらを統廃合し、
しっかり支える事務局の存在が大事。

• 現在、年数回、（仲区）公民館でカラオケを楽しむ会が開かれているが、これをもう少し発展させ
てみる

• リーダーとそれを支える周りのサポート体制づくりが必要

• 男性が参加する集い場の工夫→工作。パソコンや機械の修理。子どもに何かを教える。健康麻雀

• まずはやってみる（スタートしてから少しずつ問題点を解決する）



今までの活動の成果

成果物 作成年月 配布方法

ふっつの地域支えあい手帳 平成３１年３月
市ホームペー
ジへの公開

見守りウォーキング・
わんわんパトロールチラシ

令和２年１２月 区長回覧

生活支援コーディネーター
（地域支えあい推進員）の紹介チラシ

令和２年１２月 区長回覧
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そして何より、皆さまにご参加いただき、意見を伺うことで
こうした地域支えあい会議が開催できていること



市としてできること

• 今回の会議のように、皆さまとの協議の場づくりの設定

• 補助金の交付

①＜介護福祉課＞富津市いきいき百歳体操への補助金

②＜企画課＞移動サービスを提供する際の保険料に係る補助金

③＜介護福祉課＞住民団体への助けあいサービスの補助金

※鋭意作成中

• 自立支援のための地域ケア会議等を通じた、自立支援や地域課
題の抽出、協議

• 関係団体への協力の働きかけ
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地域の活動団体等の発表者を募集！
• 今後も、地域支えあい会議を開催する際に、日々の活動などを発表してただける方を

募集します！

• 自薦、他薦は問いません

【対象】

地域で何らかの活動をしている個人または団体

例：サロン(通いの場)、移動サービス、助け合い活動

【発表内容】

普段の活動内容、活動の目的、課題、良かったことなど
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【担当窓口】富津市役所 介護福祉課 高齢者支援係
TEL  ０４３９－８０－１３００ FAX ０４３９－８０－１３２３
MAIL  mb016@city.futtsu.chiba.jp


